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筆
者
（
大
場
健
司
）
は
、
韓
国
・
光
州
の
朝
鮮
大
学
校
外
国
語
学
部
日
本

語
科
で
一
年
間
、
教
育
と
研
究
を
行
っ
て
い
た
が
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月

に
台
湾
・
台
北
の
国
立
国
防
大
学
語
文
中
心
へ
の
異
動
を
行
っ
た
。
台
北

で
は
台
湾
日
本
語
文
学
会
を
始
め
と
す
る
学
会
や
、
国
立
台
湾
大
学
、
政

治
大
学
、
東
呉
大
学
、
輔
仁
大
学
、
淡
江
大
学
と
い
っ
た
大
学
で
日
本
近

現
代
文
学
が
活
発
に
研
究
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
筆
者
も
よ
く
学
会

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

二
〇
一
八
年
一
二
月
一
五
日
、
台
湾
の
輔
仁
大
学
徳
芳
外
語
大
楼
に
お

い
て
、
二
〇
一
八
年
度
台
湾
日
本
語
文
学
国
際
学
術
研
討
会
「
日
本
研
究

の
課
題
と
展
望

文
学
・
言
語
・
社
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
各
研
究
発
表

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
際
学
会
プ
ロ
シ
ー
デ
ィ
ン
グ
『2018

年
度
台

湾
日
本
語
文
学
国
際
学
術
研
討
会
「
日
本
研
究
の
課
題
と
展
望

文
学
・

言
語
・
社
会
」
』（
輔
仁
大
学
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
台
湾
日
本
語
文
学
会
に
よ
っ
て
毎
年
一

◎
イ
ベ
ン
ト
・
レ
ビ
ュ
ー

二
〇
一
八
年
度
台
湾
日
本
語
文
学

国
際
学
術
研
討
会
「
日
本
研
究
の

課
題
と
展
望

文
学･

言
語･

社
会
」

大

場

健

司
・
賴

怡

真

O
B

A
K

e
n
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i
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回
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
台
湾
や
日
本
、
韓
国
の
四
〇
名
を
超
え
る

研
究
者
が
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
ま
た
、
台
湾
日
本
語
文
学
会
は
二
〇
一

七
年
一
二
月
一
六
日
に
昭
和
文
学
会
と
姉
妹
学
会
の
締
結
を
行
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
昭
和
文
学
会
代
表
幹
事
の
和
田
博
文
氏
（
東
京
女
子
大
学
）

が
基
調
講
演
「
日
台
共
同
研
究
の
可
能
性
と
課
題
」
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
台
湾
に
お
け
る
日
本
研
究
の
可
能
性
こ
そ
が
、
今
回
の

各
発
表
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
き
た
も
の
だ
と
言
っ
て
も
よ
い
。
例
え
ば
、

勝
又
基
氏
（
明
星
大
学
）
の
口
頭
発
表
「
台
湾
か
ら
見
え
る
日
本
文
学
研
究

の
新
た
な
景
色

―
日
本
、
米
国
の
現
状
と
比
較
し
て
」
に
お
い
て
は
、

日
本
／
ア
メ
リ
カ
の
日
本
古
典
文
学
研
究
が
比
較
さ
れ
、
日
本
の
精
緻
な

作
品
研
究
と
書
誌
研
究
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
自
由
な
研
究
ス
タ
イ
ル
の

共
存
が
台
湾
で
は
可
能
で
は
な
い
か
と
提
言
さ
れ
た
。
勝
又
氏
は
『
リ
ポ

ー
ト
笠
間
』
第
六
三
号
（
二
〇
一
七
年
一
一
月
）
所
収
の
「
英
語
で
の
学
会

発
表
が
気
に
な
る
日
本
文
学
研
究
者
の
た
め
に
」
に
お
い
て
も
、
ア
メ
リ

カ
に
お
け
る
研
究
の
現
状
を
紹
介
し
て
お
り
参
考
に
な
る
。
文
学
研
究
の

国
際
化
や
学
際
化
は
な
さ
れ
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
が
、
そ
の
国
際
化
が
英

語
帝
国
主
義
に
陥
る
可
能
性
も
危
惧
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
む
し
ろ
、
日
本

語
や
英
語
の
み
な
ら
ず
中
国
語
や
韓
国
語
な
ど
、
多
様
な
言
語
で
更
な
る

研
究
の
国
際
化
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

台
湾
に
お
け
る
日
本
研
究
を
意
識
し
た
発
表
に
は
、
齋
藤
正
志
氏
（
中

国
文
化
大
学
）
の
口
頭
発
表
「
〈
時
間
〉
の
旅
、
そ
の
遡
行
と
循
環

―
川

上
弘
美
「
墓
を
探
す
」
に
お
け
る
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
役
割

―
」
が
あ

る
。
こ
の
発
表
で
は
、
中
国
語
／
日
本
語
の
古
典
に
お
け
る
「
ほ
と
と
ぎ

す
」
の
役
割
か
ら
川
上
弘
美
（
一
九
五
八
年
―
）
の
「
墓
を
探
す
」（
『
中
央
公
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論

文
芸
特
集
』
一
九
九
五
年
九
月
号
）
が
論
じ
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
に
お
い
て
も
若
い
研
究
者
に
よ
る
興
味
深
い
研

究
が
発
表
さ
れ
て
い
た
。
張
彩
薇
氏
（
京
都
大
学
博
士
前
期
課
程
）
の
「1950

年
代
日
本
に
お
け
る
台
湾
認
識
」
で
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
平
凡
社
か
ら

出
版
さ
れ
た
『
世
界
の
子
ど
も
』
全
一
五
巻
の
『
世
界
の
子
ど
も

中
国
・

朝
鮮
篇
』（
平
凡
社
、
一
九
五
五
年
八
月
）
に
お
け
る
「
台
湾
の
子
ど
も
」
の

表
象
が
、
同
時
代
の
日
本
と
中
国
の
関
係
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
た
。

徐
翌
氏
（
神
戸
大
学
博
士
後
期
課
程
）
の
「
日
本

の
浸
透
と
拡
散

―

S
F

同
人
誌
を
中
心
に

―
」
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
お
け
る

ブ

S
F

S
F

ー
ム
を
支
え
た
雑
誌
『
終
末
か
ら
』
全
九
号
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
三
年
六
―

一
〇
月
）
や
『
奇
想
天
外
』
全
一
〇
号
（
盛
光
社
、
一
九
七
四
年
一
―
一
〇
月
）

の
出
版
状
況
が
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
『
終
末
か
ら
』
の

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
は
、
マ
ン
ガ
雑
誌
『
ガ
ロ
』
全
三
九
三
号
（
一
九
六

四
―
二
〇
〇
二
年
）
の
漫
画
家
か
ら
招
集
し
て
い
た
な
ど
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ

ー
と
の
メ
デ
ィ
ア
・
ミ
ッ
ク
ス
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
興
味
深
か
っ
た
。

次
に
、
筆
者
（
賴
怡
真
）
が
、
前
述
の
和
田
博
文
氏
の
基
調
講
演
に
つ

い
て
述
べ
た
い
。
こ
の
講
演
で
は
、
和
田
氏
は
自
ら
が
過
去
二
〇
年
間
で

携
わ
っ
て
き
た
仕
事
を
、
比
較
研
究
（
日
本
人
の
異
文
化
体
験
）
／
文
化
研

究
／
文
学
研
究
（
詩
）
と
い
う
三
つ
の
領
域
に
分
け
て
い
る
。
今
回
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
「
台
湾
に
お
け
る
日
本
研
究
の
課
題
と
展
望

―

文
学
・
言
語
・
社
会
」
は
、
こ
の
中
で
も
比
較
研
究
（
日
本
人
の
異
文
化
体

験
）
と
最
も
符
合
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
『
言
語
都
市
・
上
海

1840-1945

』

（
藤
原
書
店
、
一
九
九
九
年
九
月
）
を
皮
切
り
に
、
『
言
語
都
市
・
パ
リ

―

1862-1945

』（
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）
や
、
『
パ
リ
・
日
本
人
の
心
象

地
図

―

1867-1945

』（
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
四
年
二
月
）
、『
言
語
都
市
・
ベ

ル
リ
ン

―

1861-1945

』（
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
）
、『
言
語
都
市
・

ロ
ン
ド
ン

―

1861-1945

』（
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
九
年
六
月
）
と
い
っ
た
具

合
に
、
ほ
ぼ
二
年
間
の
間
隔
で
一
連
の
言
語
都
市
に
関
す
る
シ
リ
ー
ズ
が

出
版
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
探
究
さ
れ
て
き
た
の
は
、
日
本
人

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
都
市
で
の
異
文
化
体
験
だ
と
言
っ
て
も
よ
い
。
そ

の
後
、
和
田
氏
は
研
究
対
象
を
再
び
ア
ジ
ア
に
移
し
て
二
〇
一
四
年
一
〇

月
に
『
上
海
の
日
本
人
社
会
と
メ
デ
ィ
ア

―

1870-1945

』（
岩
波
書
店
）

を
発
表
し
て
お
り
、
二
〇
一
九
年
に
台
湾
を
対
象
と
す
る
『
帝
国
幻
想
と

台
湾
』
を
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
と
い
う
。
上
述
し
た
和
田
氏
の
研
究
の

も
う
一
つ
の
特
徴
と
し
て
言
え
る
の
は
、
和
田
氏
が
合
同
研
究
を
行
っ
て

き
た
こ
と
だ
ろ
う
。
和
田
氏
は
比
較
研
究
（
日
本
人
の
異
文
化
体
験
の
研
究
）

に
お
け
る
複
層
的
な
視
座
の
重
要
性
を
説
い
て
お
り
、
「
研
究
対
象
を
特

定
の
文
学
者
に
限
定
せ
ず
、
さ
ら
に
文
学
表
現
を
特
権
化
し
な
い
」
で
、

視
座
を
複
数
化
す
る
た
め
に
は
、
海
外
の
研
究
者
と
の
共
同
研
究
の
必
要

が
あ
る
と
い
う
。
前
述
し
た
和
田
氏
の
一
連
の
著
書
で
は
、
合
同
研
究
者

と
し
て
例
え
ば
、
台
湾
の
呉
佩
珍
氏
（
国
立
政
治
大
学
）
や
横
路
啓
子
氏
（
輔

仁
大
学
）
、
中
国
の
徐
靜
波
氏
（
復
旦
大
学
）
な
ど
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

日
本
人
の
異
文
化
体
験
を
論
じ
る
際
に
は
、
和
田
氏
に
よ
る
一
連
の
著
書

の
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
よ
う
に
、
「
上
海
」
や
「
パ
リ
」
、
「
ベ
ル
リ
ン
」
と

い
っ
た
大
都
市
に
ば
か
り
研
究
対
象
が
限
定
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
対
象
の
特
権
化
を
突
破
す
る
た
め
に
和
田
氏
が
行

な
っ
た
の
が
、
『<

異
郷>

と
し
て
の
大
連
・
上
海
・
台
北
』（
勉
誠
出
版
、
二

〇
一
五
年
三
月
）
の
出
版
で
あ
っ
た
。
こ
の
著
作
で
は
、
上
海
に
限
定
さ
れ
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な
い
複
数
の
〈
異
郷
〉
を
扱
う
こ
と
で
、
視
座
が
複
数
化
さ
れ
て
い
る
と

言
っ
て
も
よ
い
。

か
つ
て
呉
智
英
は
「
北
海
道
開
拓
は
、
一
面
で
満
州
国
建
国
と
相
似
形
」

（
「
安
彦
良
和
と
戦
後
思
潮
」
『
ユ
リ
イ
カ
』
九
月
号
、
二
〇
〇
七
年
九
月
、
七
一
頁
）

を
成
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
が
、
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
作
家
、
船
戸
与
一
（
一

九
四
四
―
二
〇
一
五
年
）
の
作
品
と
満
洲
国
建
国
と
の
共
通
性
を
見
い
だ
し

た
の
が
、
坂
元
さ
お
り
氏
（
輔
仁
大
学
）
の
「
船
戸
与
一
『
蝦
夷
地
別
件
』

論

―
「
ア
イ
ヌ
最
後
の
戦
い
」
を
「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
」
は
ど
う
描
く

か
」
で
あ
っ
た
。
ア
イ
ヌ
最
後
の
戦
い
と
言
わ
れ
る
「
メ
ナ
シ
・
ク
ナ
シ

リ
の
戦
い
」（
一
七
八
九
年
）
を
描
い
た
蠣
崎
波
響
（
一
七
六
四
―
一
八
二
六
年
）

の
『
夷
酋
列
像
』（
一
七
九
〇
年
一
一
月
）
に
お
い
て
は
、
首
長
へ
の
敬
意
が

込
め
ら
れ
る
と
い
う
見
方
が
あ
る
一
方
、
松
前
藩
側
に
と
っ
て
都
合
の
よ

い
「
御
味
方
ア
イ
ヌ
」
像
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
坂
元

氏
は
、
船
戸
の
『
蝦
夷
地
別
件
』
の
タ
イ
ト
ル
自
体
が
、
幕
府
側
の
『
蝦

夷
地
一
件
』
や
松
前
藩
側
の
『
寛
政
蝦
夷
乱
取
調
日
記
』
な
ど
へ
の
対
抗

と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
「
別
件
」
を
提
示
す
る
と
い
う
強
烈
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
船
戸
は
『
蝦
夷
地
別
件
』

を
発
表
し
た
後
、
一
連
の
台
湾
も
の
や
、
『
満
州
国
演
義
』（
二
〇
〇
七
年
四

月
―
二
〇
一
五
年
九
月
）
を
書
き
続
け
た
の
で
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
作
家
の

軌
跡
は
、
日
本
の
北
海
道
開
拓
や
そ
の
後
の
満
洲
国
建
国
の
軌
跡
と
相
似

を
成
し
て
い
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

游
書
昱
氏
（
名
古
屋
大
学
博
士
後
期
課
程
）
「
『
新
青
年
』
、
男
の
化
粧
、
そ

し
て
モ
ダ
ン
・
ボ
ー
イ
」
は
、
『
新
青
年
』（
一
九
二
〇
年
一
月
―
一
九
五
〇
年

七
月
）
に
登
場
す
る
モ
ボ
（
モ
ダ
ン
・
ボ
ー
イ
）
に
関
す
る
考
察
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
と
り
わ
け
「
男
の
化
粧
」
が
挙
げ
ら
れ
、
化
粧
の
再
ジ
ェ
ン
ダ
ー

化
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
従
来
の
女
性
の
領

域
を
超
え
、
男
性
の
領
域
に
ま
で
広
が
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。
そ
し
て
、
一
九
二
〇
年
に
モ
ボ
の
流
行
が
最
高
潮
に
達
し
、
一
九

二
九
年
に
同
様
に
『
新
青
年
』
に
よ
っ
て
新
た
に
「
シ
ボ
」（
シ
イ
ク
・
ボ

ー
イ
）
と
い
う
造
語
が
作
ら
れ
、
新
し
い
枠
組
が
形
成
さ
れ
る
の
と
同
時

に
、
モ
ボ
が
消
え
て
い
っ
た
、
と
い
う
の
が
本
発
表
の
結
論
で
あ
っ
た
。

日
本
の
モ
ボ
が
消
え
て
い
く
の
と
同
じ
時
期
に
、
一
九
三
〇
年
代
の
韓

国
・
ソ
ウ
ル
（
当
時
の
朝
鮮
・
京
城
）
で
は
モ
ボ
が
登
場
し
て
お
り
、
そ
の

研
究
成
果
が
す
で
に
波
潟
剛
「
昭
和
モ
ダ
ン
の
展
開
／
転
回

―

1930

～

40

年
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
化
翻
訳
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」（
科
学
研

究
費
助
成
事
業
基
盤

、
二
〇
一
四
年
四
月

―
二
〇
一
七
年
三
月
）
と
い
っ
た
一

C

連
の
研
究
で
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
日
本
領
（
一

八
九
五
―
一
九
四
五
年
）
だ
っ
た
台
湾
に
お
い
て
も
、
「
烏
狗
」（
「
黒
犬
」、
転
じ

て
「
モ
ダ
ン
・
ボ
ー
イ
」
）
や
「
烏
貓
」（
「
黒
猫
」
、
転
じ
て
「
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
」
）
、

「
毛
断
」（
モ
ダ
ン
）
と
い
っ
た
言
葉
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
、
日
本
の
モ
ボ
の
発
生
と
消
滅
は
日
本
国
内
に
限
定
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
帝
国
の
拡
大
と
連
動
し
て
い
た
こ
と
も
視
野
に
入
れ
る
べ

き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

【
開
会
式
】

松
原
一
樹
（
日
本
台
湾
交
流
協
会
台
北
事
務
所
）、
賴
振
南
（
輔
仁
大
学
）

【
基
調
講
演
】

和
田
博
文
（
東
京
女
子
大
学
）
「
日
台
共
同
研
究
の
可
能
性
と
課
題
」

佐
久
間
淳
一
（
名
古
屋
大
学
）「
時
間
表
現
の
多
様
性
と
普
遍
性
に
つ
い
て
」
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【
第
一
会
場
】

西
幸
子
（
福
岡
大
学
特
別
選
抜
研
究
員
）
「
騎
馬
民
族
征
服
王
朝
説
と
古
墳
時

代
の
馬
具
」

小
澤
尚
平
（
福
岡
大
学
博
士
後
期
課
程
）
「
南
北
朝
の
幕
府
と
九
州
探
題
」

柳
原
暁
子
（
北
九
州
市
立
松
本
清
張
記
念
館
）
「
時
空
を
超
え
て

―
絲
山
明

子
「
離
陸
」
論
」

坂
元
さ
お
り
（
輔
仁
大
学
）
「
船
戸
与
一
『
蝦
夷
地
別
件
』
論

―
「
ア
イ

ヌ
最
後
の
戦
い
」
を
「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
」
は
ど
う
描
く
か
」

黃
馨
儀
（
中
国
文
化
大
学
）
「

朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
の
台
湾
受
容

N
H
K

―
『
あ
さ
が
来
た
』
を
中
心
に
」

游
書
昱
（
名
古
屋
大
学
博
士
後
期
課
程
）
「
『
新
青
年
』
、
男
の
化
粧
、
そ
し
て

モ
ダ
ン
・
ボ
ー
イ
」

下
岡
友
加
（
広
島
大
学
）
「
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
掲
載
・
英
塘
翠
「
生
蕃
お

伽
噺
」
考
」

曾
秋
桂
（
淡
江
大
学
）
「
エ
コ
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
読
む
村
田
紗
耶

香
の
『
コ
ン
ビ
ニ
人
間
』

―
学
習
型
の
人
工
知
能

的
主
人

A
I

公
の
誕
生
に
つ
い
て

―
」

葉
夌
（
淡
江
大
学
）
「
村
上
春
樹
文
学
に
お
け
る
自
己
へ
の
追
求
」

【
第
二
会
場
】

仁
平
道
明
（
東
北
大
学
名
誉
教
授
）
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
時
間
の
設
定

―
『
竹
取
物
語
』『
源
氏
物
語
』
を
中
心
に

―
」

李
美
淑
（
ソ
ウ
ル
大
学
校
客
員
研
究
員
）
「
『
土
佐
日
記
』
と
『
蜻
蛉
日
記
』
に

お
け
る
「
今
日
」
と
い
う
時
間
表
現
」

佐
藤
敬
子
（
元
横
浜
市
立
大
学
看
護
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
）
「
時
間
を
越
え
た

教
訓

―
『
沙
石
集
』
に
お
け
る
『
竹
取
物
語
』
引
用

―
」

中
村
祥
子
（
輔
仁
大
学
）
「
『
更
科
日
記
』
に
お
け
る
「
天
喜
三
年
十
月
十

三
日
」
と
い
う
時
間

―
時
間
を
遡
っ
て
記
さ
れ
る
記
事
の
意
味

に
つ
い
て

―
」

木
下
華
子
（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
）
「
『
方
丈
記
』
の
時
間

―
「
朧

化
」
を
め
ぐ
っ
て

―
」

戸
田
哲
也
（
景
文
科
技
大
学
）
「
「
日
本
人
論
」
の

年

―
「
集
団
主
義
」

70

説
を
め
ぐ
る
言
説
の
変
遷
」

小
針
浩
樹
（
輔
仁
大
学
）
「
形
容
詞
文
の
時
間
性
と
行
為
性
」

横
路
明
夫
（
輔
仁
大
学
）
「
新
海
誠
作
品
に
お
け
る
時
間
感
覚

―
初
期
三

作
か
ら
『
君
の
名
は
。
』
へ

―
」

野
松
循
子
（
西
南
学
院
大
学
）
「
『
虚
空
遍
歴
』
と
『
龍
の
棲
む
家
』
の
時
間

観
に
み
る
文
学
姿
勢
」

齋
藤
正
志
（
中
国
文
化
大
学
）
「
〈
時
間
〉
の
旅
、
そ
の
遡
行
と
循
環

―
川

上
弘
美
「
墓
を
探
す
」
に
お
け
る
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
役
割

―
」

【
第
三
会
場
】

王
琪
（
九
州
大
学
博
士
後
期
課
程
）
「
日
本
語
逆
接
表
現
「
で
も
」
と
共
起
す

る
表
現
に
つ
い
て
の
一
考
察

―
会
話
の
分
析
か
ら

―
」

住
田
哲
郎
（
京
都
精
華
大
学
）
「
テ
イ
ル
・
テ
イ
ク
・
テ
ク
ル
の
類
義
性
に

関
す
る
一
考
察
」

落
合
由
治
（
淡
江
大
学
）
「
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
領
域
に
お
け
る
日
本
語
研
究

の
未
来
展
望

―

自
然
言
語
処
理
研
究
へ
の
接
続
の
観
点
か

A
I

ら

―
」

盧
ジ
ュ
鉉
（
徳
成
女
子
大
学
校
）
「
韓
国
の
大
学
の
教
養
課
程
に
お
け
る
日
本
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事
情
教
育
の
現
状
と
課
題

―
ソ
ウ
ル
所
在
の

年
制
大
学
の
事

4

例
を
中
心
に

―
」

勝
又
基
（
明
星
大
学
）
「
台
湾
か
ら
見
え
る
日
本
文
学
研
究
の
新
な
景
色

―
日
本
、
米
国
の
現
状
と
比
較
し
て
」

馮
寶
珠
（
輔
仁
大
学
）「
初
級
日
本
語
教
科
書
に
お
け
る
依
頼
表
現
の
一
考
察
」

梁
乃
允
（
中
央
大
学
校
）
「
日
本
語
学
習
者
の
丁
寧
体
の
話
し
こ
と
ば
に
お

け
る
ノ
ダ
の
使
用
様
相

―
書
き
こ
と
ば
と
の
比
較
を
通
じ

て

―
」

李
桂
芳
（
大
葉
大
学
）「
教
学
ビ
デ
オ
の
制
作
を
取
り
入
れ
た
会
話
ク
ラ
ス
」

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

「
日
本
研
究
の
課
題
と
展
望

―
文
学
・
言
語
・
社
会
」

佐
久
間
淳
一
（
名
古
屋
大
学
）
、
和
田
博
文
（
東
京
女
子
大
学
）
、
盧
ジ
ュ
鉉
（
徳

成
女
子
大
学
校
）
、
八
尋
春
海
（
西
南
女
学
院
大
学
）
、
曾
秋
桂
（
淡
江
大
学
）

【
ポ
ス
タ
ー
発
表
】

池
田
純
（
拓
殖
大
学
博
士
後
期
課
程
）
「
多
義
性
を
持
っ
た
漢
語
に
つ
い
て
の

考
察

―
「
結
構
」
「
適
当
」「
大
丈
夫
」
を
例
に

―
」

許
夏
珮
（
東
呉
大
学
）「
絵
本
の
朗
読
に
よ
る
台
湾
人
児
童
の
日
本
語
習
得
」

徐
孟
鈴
（
銘
伝
大
学
）
、
何
宜
庭
（
銘
伝
大
学
修
士
課
程
）
「
ア
ニ
メ
・
ア
フ
レ

コ
を
大
二
会
話
に
導
入
す
る
試
み
」

張
彩
薇
（
京
都
大
学
博
士
前
期
課
程
）「1950

年
代
日
本
に
お
け
る
台
湾
認
識
」

林
淑
璋
（
元
智
大
学
）
、
呉
翠
華
、
鄧
進
宏
、
余
耀
佳
、
唐
嘉
鋒
（
元
智
大
学

学
生
）「
初
級
日
本
語
会
話
練
習
教
材
試
作

―

と
音
声
認
識

A
R

の
活
用
」

A
P
I

徐
翌
（
神
戸
大
学
博
士
後
期
課
程
）
「
日
本

の
浸
透
と
拡
散

―

同

S
F

S
F

人
誌
を
中
心
に

―
」

陳
冠
霖
（
大
阪
大
学
博
士
後
期
課
程
）
「
台
湾
人
日
本
語
学
習
者
と
日
本
語
母

語
話
者
に
よ
る
聴
覚
自
然
性
評
価
の
差
異

―
フ
ィ
ラ
ー
、
ポ
ー

ズ
、
発
話
速
度
を
加
工
し
た
合
成
音
声
を
利
用
し
て

―
」

林
曉
淳
（
世
新
大
学
助
理
教
授
）
「
「

」
の
知
識
を
導
入
し
た
日
本
語
授

A
I

業
の
実
践

―
日
本
の
ア
ニ
メ
を
利
用
し
て

―
」

陳
嬿
如
（
静
宜
大
学
）
「
日
本
語
と
中
国
語
に
お
け
る
数
量
表
現
に
関
す
る
研

究

―
日
本
語
学
習
者
に
よ
る
数
詞
「
一
」
の
使
用
を
中
心
に

―
」

斎
藤
敬
太
（
津
田
塾
大
学
）
「
方
言
理
解
支
援
ツ
ー
ル
『
東
北
地
方
の
外
国
人

住
民
の
た
め
の
「
く
ら
し
の
方
言
集
」』
の
多
言
語
訳
か
ら
見
た
翻

訳
上
の
問
題
点

―
東
北
方
言
と

言
語
の
対
照
研
究
を
通
し

6

て

―
」

神
作
晋
一
（
南
台
科
技
大
学
）
「
丁
寧
体
否
定
形
式
「
～
ま
せ
ん
で
す
」
の

動
向

―
国
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
を
例
と
し
て

―
」

林
蔚
榕
（
東
呉
大
学
）
「
「
お
も
て
な
し
」
の
可
視
化
に
つ
い
て
」

林
暉
恩
（
銘
伝
大
学
修
士
課
程
）「
台
日
初
級
華
語
教
科
書
分
析

―
以
語
彙
、

語
法
以
及
會
話
情
景
為
中
心

―
」

【
閉
会
式
】

范
淑
文
（
台
湾
大
学
）
、
横
路
啓
子
（
輔
仁
大
学
）

（
台
灣
・
國
立
國
防
大
學
語
文
中
心
専
任
教
師
）

（
台
灣
・
東
呉
大
學
・
輔
仁
大
學
・
中
国
科
技
大
學
兼
任
助
理
教
授
）


